
授業科目名 担当講師名 対象学年 

看護学概論 大庭 梨香・寺師 敬子 １年生 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義 １（45） 教室 前期   

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 看護の概念・機能と役割・対象 健康の定義 看護理論 法的責任 

到達目標 
看護の概念及び看護の機能、看護の対象について理解を深め、それをもとにして自己の

看護観・人間観を発展させる。保健医療における看護の役割を認識する。あらゆる健康

上の問題をもつ対象への看護実践の基礎となる。 

事前学習 
事前学習課題：看護とは・看護師の魅力／ナイチンゲール・アメリカの看護／

看護理論家についてレポート 

授業計画 
 

№ 授 業 内 容 

１ 
授業計画および評価について 協同学習の授業方法 看護の定義と看護師の役

割 看護の責務   （事前学習課題：看護とは・看護師の魅力） 

２ 
看護師としての将来の夢・看護の歴史と看護教育制度の変遷  教育の形態 

（事前学習課題ナイチンゲール・アメリカの看護） 

３ 看護の対象  人間の成長と発達・発達課題 

４ 健康の定義  ライフサイクルと健康 

５ 専門看護師・認定看護師について 

６ 看護技術の特徴・看護技術の基本原則 看護技術の実践の求められる能力 

７ 
看護理論と看護理論家の理解  理論の範囲  （事前学習課題看護理論家に

ついて） 

８・９・１０ 看護理論の変遷 

１１・１２ 看護実践の理論家 発達史 

１３ ミニテスト 

１４ 看護における法的責任 人間の生活・道徳と法 

１５ 看護と経済 医療と経済 日本の医療保険制度 ２０２５年問題 

１６ 看護における倫理 職業倫理としての看護倫理          担

当 

 

寺

師 

１７ 現代医療におけるさまざまな倫理的問題 倫理原則        

１８ 看護の提供のしくみ サービスとしての看護           

１９ 看護をめぐる制度と政策 看護サービスと経済のしくみ       

２０ 広がる看護の活動領域 国際化と看護               

２１ 看護サービスの管理 組織の成り立ち 看護マネージメントとは   

２２ 医療の中の協働 リーダーシップ             

２３ 終講試験 

履修上の要件  

テキスト、教材、 

参考書 
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成績評価の方法 
終講試験 

備考 
 

 


